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デジタルトランスフォーメーション（DX）

組織DX

事業DX 

WHY 目標 WHAT  取組方針

　デジタル技術が急速に発展する時代を迎え、新たな
技術、データを生かした効果的・効率的な組織運営や事
業推進が求められています。JICAは最高デジタル責任
者を配置し、組織の羅針盤となる「DXビジョン」を策定。
デジタルで一人一人が多様な幸せを実現する社会を目
指して、組織と事業両面のDXを推進しています。
組織面のDX推進では、業務プロセスの合理化、組織
運営におけるデータの有効活用、デジタル基盤の整備に

取り組んでいます。2023年度には、電子入札・電子契約
を導入し、円滑で効率的な業務手続を進めています。ま
た海外も含め、企業、NGO、研究機関などのパートナー
との共創を促進する観点から、クラウドサービスを活用
した資料の共同編集や情報の共有、オンライン会議など
を推進し、協業しやすい環境整備に努めています。
　今後も、効果的・効率的な組織運営に向け、データや
AIの利活用、デジタル人材の育成に取り組みます。

デジタル分野における開発課題の現状
　開発途上国を含む国際社会全体で、経済・社会のデ
ジタル化が飛躍的に進んでいます。デジタル技術・デー
タの利活用は、経済活動や社会生活を行う上で不可欠
であり、SDGs 達成に向けた取り組みのインパクト、費
用対効果を高める手段としても期待されています。
　一方、開発途上国では、各分野でデジタル化を推進す
る取り組み、それを支える基盤となる情報通信インフラ
やデジタル産業・人材の育成が課題となっています。ま

た、急速なデジタル化の結果、サイバーセキュリティの
リスクも顕在化しており、その対応が求められています。

JICAが取り組むデジタル分野の協力
JICAは、「開発の各領域・分野におけるデジタル化の
推進による課題解決と開発効果の増大（分野横断的な
DX主流化）」と「デジタル化のベースとなる基盤整備」
の2つを柱に協力を行っており、2024年3月末時点で
DX要素を盛り込んだ事業を396件展開しています。

イノベーションエコシステム SDGs各課題のDX推進 DXモデルの創出

デジタル基盤 デジタル基盤3本柱の支援 デジタル格差・サイバーセキュリティ主流化

経済成長と社会課題解決をデ
ジタルで促進し、多様なプレ
イヤーがイノベーション創発
するエコシステムを構築する。

デジタル化の恩恵を享受し、
またデジタル化による格差や
安全リスクを削減するための
基盤を整備する。

  フィジカルな協力アセットを生かしつつ、産業・広域
データ連携やイノベーションエコシステム構築など、
DXモデルを創出する。

データを社会に行き渡らせる情報通信環境の整備、デジ
タル化推進の担い手育成、自由で安全なサイバー空間の
構築に係る事業を実施する。

JICAの多様な事業でのデジタル格差視点の組み込み、
インフラ事業などでのサイバーセキュリティ主流化を図る。
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社会課題解決の糸口にデジタル技術を  

　国民の保健医療関係のデータが蓄積されたデジタル
ヘルスプラットフォーム（DHP）にアクセスすると、自分
自身の健康管理や治療などに必要な情報が得られる。
そうしたプロジェクトがブータンで進められています。
　背景には、ライフスタイルの変化による糖尿病や心臓
病の増加のほか、農業離れが顕著な若年層の失業率の
増加や頭脳流出など、ブータンが直面している社会課題
があります。この解決の糸口として期待されているのが、
国民の医療・健康データを活用したデジタルトランス
フォーメーション（DX）の推進です。これにより、人々の
健康が増進され、データを活用した新たな産業や雇用
が創出されることで、ブータン政府が定める国民総幸福
量（GNH）の向上にも貢献すると考えられています。

DHP構築を目指し実証事業に取り組む  

JICAが2023年2月に開始したプロジェクトでは、
ブータンを取り巻く保健医療およびデータ利活用に係る
制度の分析や、保健医療分野におけるデジタルサービス
の整備状況に関する調査を行いました。それに基づき、
DHPに必要な機能や性能、国民の医療・健康データを
扱う上で必要な情報セキュリティなどの要件を設定し、

ブータン政府と共にDHPの構築を進めています。
　またパイロット事業では、現地の大学や企業の協力の
下、血圧などを測定するウェアラブル端末やヘルスケア
アプリの開発を進めています。それをブータンの人々に
使用してもらい、健康データの収集や利活用に加えて、
健康意識や行動の変化なども調査していく予定です。
人口規模が小さなブータンで、現地の大学や企業の人
的リソースや知見を最大限生かした今回のDXに向けた
取り組みは、医療だけでなく、さまざまな開発課題を飛
躍的に改善し得るアプローチとして注目されています。

Global Agenda 15    デジタル化の促進

具体的な成果が生まれつつあります

ブータン側のプロジェクトにかける情熱、
国家一丸となって取り組む姿勢を強く感
じています。アプリケーションの開発な
ど、具体的な成果が生まれつつあります。
日本政府が打ち出す「信頼性のある自由
なデータ流通」を具現化すべく、しっかり
とサポートしていきたいと思います。

JICA専門家／アクセンチュア株式会社
福山周平さん

日本の専門家に刺激を受けています

ブータンのデジタルヘルス戦略を支援する
このプロジェクトは、挑戦的な課題も多い
のですが、日本の専門家の人たちの多様な
背景と豊富な経験から生まれる斬新なアイ
デアと革新的な課題解決策に刺激を受け
ています。また、共に取り組むことでスキ
ルアップにつながっています。

ブータン政府技術庁  

イエシ・ドルジ さん

ＤＸで産業創出と医療課題の改善を目指す

ブータン 政府のデジタル技術及びデータ利活用能力強化プロジェクト  

これまでJICAが「デジタルモノづくり工房」の設立などに協力してきた実績のある
ブータン王立大学科学技術校で、ウェアラブル端末の運用試験を行った

事例
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